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新しい年を迎えて：

「自他の共生」と「機能の向上」をめざす

陽 捷 行農業環境技術研究所 理事長

新しい年が明けま

した。おめでとうご

ざいます。

稲作農民の遺伝子

がそうさせるのか、

四季の変化に敏感な

のか、はたまた仏教

の輪廻の教えがそう

させるのか解りませ

んが、われわれ日本人は新しい年が始まると、

不思議と新たな気持ちになれるというありがた

い特性を持ち備えています。はるかな上古から

引き継がれたこの特性を大切にしたいもので

す。そのことが 「環境を守る」という人間の、

心にも通じると思うからです。もちろん、新し

、 。い朝 新しい年などというものは存在しません

そこには「新しい」と思う人間の心があるだけ

です。

「環境を守る」と、申し上げました。では、

現実の日々の中で「環境を守る」とは何でしょ

。 、うか それは自然と人間にかかわることであり

「 」環境が人間を離れてそれ自体で 守る守らない

が問われているわけではありません。両者の関

係は、人間が環境をどのように見るか、環境に

対してどのような態度をとるか、そして環境を

総体としてどのように価値づけるかによって決

まります。

すなわち 「環境を守る」とは人間と自然の、

間に成立するもので、人間の見方や価値観が色

濃く刻み込まれています。だから、人間の文化

を離れて「環境を守る」ことはできません。と

なると、環境とは自然であると同時に文化でも

あります。したがって「環境を守る」とは、こ

れまで守りきれなかった「環境」を守るのです

から、これまでのわれわれ自身を変えることに

つながります。

それでは、われわれ自身を変えるとは何でし

ょうか。地球を含めてわれわれが住んでいる環

境が悪化している現状のなかで、自然に対して

倫理の意識をもつこともその一つでしょう。人

が人に倫理観をもつと同じように、われわれが

土や水や大気や生物にも生存権があることの意

識を持たない限り、自然はわれわれに反逆する

でしょう。

「環境を守る」ために、研究所はどのように

すればいいのでしょう。そのために、これまで

機会あるごとに 「分離の病」の克服 「国際、 、

・学際・地際」の推進 「俯瞰的視点」の維持、

が大切であることを強調してきました。

三つの「分離の病」があります。専門主義へ

の没頭や専門用語の迷宮など生きていない言葉

を使う「知と知の分離 、理論を構築する人と」

実践を担う人との分離やバーチャルと現実の分

離に見られる「知と行の分離 、客観主義への」

徹底、知と現実との極端な乖離（かいり）に見

られる「知と情の分離」があります。時間と空

間を越えて「環境を守る」ためには、これらの

分離を可能な限り融合することが必要なので

す。

国籍、人種、宗教、政治、経済体制、貧富、

性別などを差別せず、お互いが相手の立場で思

考し、意見の対立が感情の対立にならない交流

が「国際」化と考えます。空間をこえて生じて

いる環境問題を解決するためには、この国際化

を無視することができません。広く分野や所属

をこえて研究を共にする「学際」は、説明の必

要がありません。現場のない環境研究はありえ

ません。これが 「地際」の重要な点です 「知、 。

巻 頭 言
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と行の分離」にもつながるところがあります。

「地際・学際・国際」の融合こそが環境研究の

決め手になるでしょう。

「俯瞰的視点」とは、人類が 世紀に獲得20

した最大の成果です。文明史上、人類が最高の

高度から地球を眺め、人類と地球の来し方行く

末を認識する視点です。 世紀の人類は月に20

その足跡をしるし、火星に生き物が生息しない

ことを確認し、人類のあり方を考える俯瞰的視

点をえたのです。

これまで、このように「環境を守る」ための

モットーを掲げてきました。その成果は、幸い

にも研究所の職員の協力の下に、環境研究三所

連絡会（農・林・水）および環境研究推進連絡

会（各省の 研究所）の設置、 （中国・10 MOU

韓国）の締結、県農業試験場などとの共同研究

プロジェクトの成立、成果発表会、ダイオキシ

ン国際ワークショップ、農業環境研究に関わる

日中韓共同国際会議の開催（本年３月予定）な

どに現れてきました。

本年は 「環境を守る」ことを一層深化させ、

るために、さらに「自他の共生」と「機能の向

上」を強化することを提案します。

人類は自分たちの利益を増すことに努力し、

今日の繁栄を手に入れました 「自」の歴史で。

した。その結果、環境問題が起こり 「自」を、

主体におけば行き詰まりが見えることを理解し

ました。歴史は 「自から他へ」に視線を向け、

なければならないことを教えてくれたのです。

われわれは、遅まきながら環境を視野に入れた

科学が必要であることに気づきました。自他の

共生を図らなければ、地球の、ひいては人類の

将来がないことを学びました。この原理は、わ

れわれの生活している組織においてもしかりで

しょう。

自然界では「自」と「他」が併存し、両者の

共存で全体が成り立っています。併存する「自

・他」を含む全体が機能することは「自他の共

生」といえます。これによって、自然界はうま

く運行しています。

この自然界の「自他の共生」を、われわれが

生活している組織にうまく適用できないでしょ

うか。人間の社会ですから、自他の均衡は難し

、 。く そこには自他の衝突が待ちかまえています

しかし、われわれは、自由と規制を平衡させて

真の「活力」を求め、平等と格差を平衡させて

真の「公正」を求め、博愛と競合を平衡させて

真の「節度」を追いたいと思います。

われわれは、新しい農業環境研究を目指して

研究所の構造をさまざまな角度から改革してき

ました。さらに、この構造がうまく「機能」す

るためのシステムを構築してきました。農業環

境技術研究所は、明確な目的のために存在する

集団です 共同体ではなく機能体なのです 機。 。「

」 。能の向上 をさらに追求しなければなりません

もちろん、共同体と機能体がはっきり区別で

きるわけではありません。むしろすべての組織

は、両者の性格をいくらかずつ帯びています。

しかし、多くの組織がある目的のために存在す

るのにもかかわらず、ほとんどの組織が共同体

化していきます。いつのまにか、その存在自体

が、そこの組織に属する人たちのためのものに

なってしまいます。これだけは阻止しなければ

いけません。われわれは、お客様（クライアン

ト）が誰であるかをいつも意識し、農業環境研

究という「機能の向上」を目指さなければなら

ないのです。

このようなことを考えながら、農業環境の研

究を進めていきたいと考えております。関係各

位のご支援とご鞭撻をよろしくお願い申し上げ

ます。


